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１．動機

• ３００～１０００人／事業部
事業部ごとに工夫した管理方法

• プロジェクト情報が社内の様々な管理システムに
分散

– プロジェクトの状況を随時簡単に把握するのが困難
• 事業部ごとのプロジェクト管理規格

– 指標はほぼ同じ
– 報告帳票は、事業部ごとに異なる

全社レベルの標準化、底上げ全社レベルの標準化、底上げ
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２．改善目標

• プロジェクト管理情報を標準化、一元管理したシステム
• 上記システムをプロジェクト関係者全員が使う
• 上級管理者は上記システムから状況を随時把握
⇒ＰＭの負荷を軽減
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３．改善上の課題とリスク

課題課題

• 意識を変える

‒ 管理者は自分の管理スタイルを変えたがらない

‒ 幹部は、自分の見やすい方法で報告させたい

‒ 技術者、管理者にとっては、定量的で詳細な報告書
は面倒

• 技術的な問題の解決

‒ システム開発上の難易度は高くない

• 予算確保

‒ 上位管理者にシステムの効果を理解してもらう
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３．改善上の課題とリスク

リスクリスク

• 管理システムではなく、報告システムになる
⇒ 上級管理者はＰＭにフィードバックすること

⇒ PMはシステムが提供するテンプレートを日常の管
理に使うこと

• 開発したシステムが使われない
⇒ 上級管理者にシステムの便利さを認識させること

⇒ 上級管理者がシステムを通してレポートを見ている
ことをＰＭに知らしめる

• Write-Only データベース
⇒ 上級管理者は、システムに格納したデータを利用し
てプロジェクトを監視すること
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４．システムの導入戦略

• 早い段階でシステムの有用性を関係者が理解

• 関係者（特にPM）の負荷を最小限に

– 主要な関係者の作業（役割）が大きく変わらない
– 各関係者の追加作業と効果、利点がバランスする

• 要望事項等を素早くシステムにフィードバック

段階的なアプローチ段階的なアプローチ
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４－１．各段階の目的と概要

＃ 目的 概要

1 1) 関係者がシステムの利点を知る

2) コミットメントを得る

対象：一部ＰＪ、一部ＰＭ

1)Excelベースの報告帳票の標準化

2) 上記帳票の収集とExcelベースＤＢへの集約

3) ExcelベースＤＢの情報をＷｅｂで公開

2 1) ユーザの拡大

2) 現場での適用

対象：一事業部、多数のＰＭ

1) 指標の追加

2) 工程会議で利用する帳票を出力

3) 既存の原価管理システムなどと接続

3 1) 全社での活用

対象：全社の重点ＰＪ

1) ExcelベースのDBからDBMSへの変更

2) プロジェクトの状況を容易に確認できる画面
の追加

3) Ｗｅｂからのデータチェック、更新機能. 
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５．システム概要（各段階の共通イメージ）

プロジェクト

担当者

PM

上級管理者（事業部長）プロジェクト 上級管理者 (部長)

プロジェクトプロジェクト

管理帳票管理帳票

インポート

状況

集計

コスト管理システ
ム等（既存の社
内システム）

帳票格納

データベース

監視 監視

プロジェクト
情報データ
ベース

担当者の作業、報告
は変わらない

ＰＭの報告方法
が変わる 上位管理者はシステム

のデータで監視
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５－１．第１段階のシステム

目的：コミットメントを得る

受信およ
び保存

プロジェク
トA

プロジェクト管理
帳票をメールで
送信

サマリー
データ

ＨＴＭＬ
ファイル

集計データ

スプレッド
シートをＨＴ
ＭＬに変換

プロジェク
トＢ

Ｅｘｃｅｌファイルの集Ｅｘｃｅｌファイルの集
合としてのＤＢ合としてのＤＢ

プロジェクトの状況一プロジェクトの状況一
覧をイントラで公開覧をイントラで公開

プロジェクトA

プロジェクトB

プロジェクトC

まずは簡単なシステムにより、利点を理解まずは簡単なシステムにより、利点を理解
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５－２．第２段階のシステム

目的：ユーザ拡大

受信およ
び保存 プロジェクトA

プロジェク
ト A

サマリー
データ

ＨＴＭＬ
ファイル

集計
データ

スプレッド
シートをＨＴ
ＭＬに変換

コスト、プロジェ
クト情報等

インポート

プロジェク
ト Ｂ

既存システムとの既存システムとの
連携連携

プロジェクトB

プロジェクトC

プロジェクト管理
帳票をメールで
送信

既存システムとの連携等によりユーザ拡大既存システムとの連携等によりユーザ拡大
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５－３．第３段階のシステム

目的：全社での活用

集計

(新システム)

プロジェク
ト A

プロジェク
ト Ｂ

DBMS

・DBMSにデータ格納

・データ抽出し可視化

Ｗｅｂシステム経由でグラフ等を提供

受信およ
び保存

コスト、プロ
ジェクト情報等

ＤＢＭＳ化ＤＢＭＳ化

Ｗｅｂシステム化Ｗｅｂシステム化

プロジェクト管理
帳票をメールで
送信

工程会議用
レポートプロジェクトA

プロジェクトB

プロジェクトC

インポート

WebWebシステム化等による機能強化で全社展開システム化等による機能強化で全社展開
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５－４．具体的な画面例（第３段階）

プロジェクト管理帳票の例プロジェクト管理帳票の例

データベース

本帳票を電子メールで週次、
月次、または随時、システムに
メールで送信する。

本帳票を電子メールで週次、
月次、または随時、システムに
メールで送信する。

自動インポート自動インポート
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５－４．具体的な画面例（第３段階）

個々のプロジェクト状況個々のプロジェクト状況
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５－４．具体的な画面例（第３段階）

複数のプロジェクト状況複数のプロジェクト状況

コスト 規模 タイム 品質
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６．結論と今後の課題

• 段階的アプローチによりプロジェクト管理支援システムを展開

• プロジェクト情報を統合、一元管理

• 重点プロジェクト中心で利用

• 工程会議資料等の作成に有効利用

• 社内でのさらなる浸透

• 既存システムとの連携ではなく、統合へ。


